
特集2／オートカラーアウォード2022

08

『日本の塗料工業 2023』　P08・P09

日本の塗料工業2023 09日本の塗料工業2023

1912年の創業以来、産業用ディーゼルエンジンを軸に農業機械や建設機械、マリン、エネルギーシステムと、事業領域を「大地、海、都市」へと
拡大してきたヤンマー。2012年の100周年を機にブランド戦略を転換し、ブランドカラーを活用した製品デザインにより、グローバルブランド統一を
目指してきた。

写真は、オートカラーアウォードに挑戦したヤンマーのブランドカラー “ヤンマープレミアムレッド”。

産業機械メーカーのヤンマーが、オートカラーアウォードに挑戦！

オートカラーアウォード2022
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事業領域を「大地、海、都市」へと拡大してきたヤ
ンマーだが、それぞれの製品デザインは適所最適を
目指していたため、機種が異なるとデザインも製品
カラーもヤンマーとしての統一感はなく、バラバラ
であった。

製品カラーを変更することは、製造・販売・開発
それぞれに大きなインパクトがあり、各事業と
会話を重ねながら推進。とくに建機市場では“黄
色”が一般化しており、慎重に議論を重ね、つい
に、“赤色”への変更を果たした。

100 周年を機に、ONE YANMAR に集約するマ
スターブランド戦略へ大転換を図る。ブランドカラー
であったヤンマーレッドをヤンマープレミアムレッド
へ刷新し、新ヤンマーを示すコンセプトトラクター
も発表した。

ブランドカラーによる製品デザインの統一は、単に見え方を整

えただけではなく、各事業や社員にもインパクトを与えた。

最後まで議論を重ねた建機事業では、これを機に顧客にとって

の自らの価値は何かを問い直し、他社との差異化を図ったうえ

で、事業を再定義している。さらに、グローバルで統一したコミュ

ニケーションを進めることで、事業活動そのものがブランディ

ング活動となり、新たなムーブメントが起こり始めている。

今や、産業機械であってもデザインフィロソフィのない製品はお客様に受け入れられない。その中でCMFの果たす役割は
大きく、今後もヤンマーはデザインのチカラでお客様に寄り添い、持続可能な社会の実現を目指していきます。

適所最適での製品デザイン ヤンマープレミアムレッドへ

社員のブランドへの意識変化

すべての製品へ展開
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マツダが10年間積み重ねた技術により誕生した「匠塗 TAKUMINURI」に、ブランドメッセージをこめたプレゼンテーション
資料を提供いただきました。マツダのクルマづくりや「匠塗 TAKUMINURI」についてはホームページもご覧ください。

マツダは2010年から、「魂動（こどう）-Soul of Motion」をデザインテーマに掲げ、クルマを
「命あるもの」と考え、生き物の生命感や躍動感の表現を追求してきました。マツダが目指す
生命感や躍動感は決して華美なものではなく、日本の美意識である「引き算の美学」を追求し、
いかに無駄なく、曲面のゆらぎや光の陰影などでその美しさを表現できるかに注力してきま
した。その中で色表現はとても重要であり、色によって曲面の造りこみの美しさの見え方が変
化してしまう。そのため、カラーも造形の 一部として、デザインテーマ「魂動」のダイナミック
かつ繊細な面構成を際立たせるカラー開発に力を入れてきました。その想いを実現している
のが「匠塗TAKUMINURI」と呼んでいる塗装技術です。熟練職人が手塗りしたような精緻で
高品質な塗装を、量産ラインで実現するマツダ独自の塗装技術の開発により、「魂動」の造形
を際立たせています。
匠塗は第1弾のソウルレッドプレミアムメタリック誕生から、第2弾マシーングレープレミアム
メタリック、第3弾ロジウムホワイトプレミアムメタリックと進化させてきました。10周年とな
る2022年、MAZDA6に採用した新色「アーティザンレッドプレミアムメタリック」は、匠塗の

https://www.mazda.co.jp/beadriver/design/

進化の集大成として、マツダを象徴するカラーの一つである赤の世界観の幅を拡げる目的で
開発されました。デザインイメージは「最高峰の職人技で生み出される熟成されたワインのよ
うな赤」。光の当たるハイライト部では、きめ細かく透明感のある赤が鮮やかに光る一方で、基
調となるシェード部では、しっかりと深みと濃厚さを演出するハイコントラストな表現で、造形
の強さと美しさを際立たせます。また「アーティザンレッドプレミアムメタリック」は、ソウルレッ
ドクリスタルメタリック（ソウルレッドプレミアムの後継色）と同様、クリア層、透過層、反射・吸
収層の三層のみで構成されており、優れた意匠性と環境負荷低減を両立しています。透過層
にはソウルレッドクリスタルメタリックで採用した、人間が最も赤みを感じる高彩度顔料を用い、
反射・吸収層には、匠塗第3弾のロジウムホワイトプレミアムメタリックに採用した、アルミフ
レークをより平滑かつ等間隔に並べる技術と、第2弾のマシーングレープレミアムメタリックで
シェード部の表現に用いた漆黒顔料を改良して採用。10年間で培った技術を組み合わせるこ
とで、強い反射によるハイライト部の鮮やかさと、しっかりとした光の吸収によるシェード部の
濃厚さを表現し、透明感と熟成した深みの両立を実現しました。ぜひ、実車でご確認ください。
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資料：2022年塗料製造業実態調査（2021年度事業年度分）
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図2. 2021年度（令和3年度）塗料の分野別需要量と金額の構成比（％）

注) 図1、図2については端数処理の関係から、小計や合計が合わない箇所があります。
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ビル・戸建住宅・集合住宅・工場家屋・病院・学校・ガソリンスタンド等の
現場塗装用（新設、改修を含む）
各種建築用資材の工場塗装用（サッシ、建具、各種ボード、無機建材等を含む）
（PCMは除く）

橋梁・土木（コンクリート防食を含む）・プラント・海洋構造物・水門・鉄塔・
大型パイプ・プール等の新設、補修
船舶の新造、補修（積込み用を含む）
（造船所の陸機部門及び製鉄所向けのショッププライマーを除く）

家庭電器・重電機・電子機械・事務用機械・通信機・計測器・冷凍機・照明器具・
自動販売機・コンピュータ関連機器等（部品を含む）

PCM・金属家具・コンテナー・ガードレール・自転車部材・フェンス・食缶・
ドラム缶・ボンベ・ガス器具・石油ストーブ等

合板（建物の現場施工用除く）・家具・楽器等

家庭用品品質表示法に基づく表示をした塗料

トラフィックペイント

皮革・紙用を含む

塗料として輸出されるもの
（プラント輸出の一部として輸出されるものは除く）

産業機械・農業機械・建設機械・鉄道車両・航空機等（部品を含む）
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資料 : 2022年塗料製造業実態調査（2021年度事業年度分）

《需要産業区分》

《地域別区分》

図1. 2021年度（令和3年度）地域別による塗料の需要分布

　2022年塗料製造業実態調査(2022年10月発行)に基
づいた2021年度（令和３年度)地域別塗料の需要分布状
況の結果では、関東・甲信越地域がもっとも多く、全国比で
数量34.7％、金額34.2％でした。続いて中部地方が数量
16.8％、金額16.6％、近畿地方が数量14.3％、金額15.1
％となっています。この３つの地域の合計は、数量65.8％、
金額65.9％の構成となり、大きな需要地域であることが
わかります。（図1参照）
　塗料の需要は、それぞれの地域の建築着工・土木工事や
自動車、造船、金属・電気機械・木工製品などの生産動向と
密接に関係しています。
　需要分野別では建物用と建築資材用を合わせた建築分
野が最大の需要分野となり、全需要に対し数量で33.1％、
金額でも30.4％を占めています。道路車両には新車用と
補修用があり、この２つを合わせますと数量で18.2％、金
額で21.0％を占めています。家庭用塗料はＤＩＹショップ等
で目に触れる機会が多いですが数量は2.8％と小さい分
野です。（図2参照）
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〈カチオン電着塗装の例〉
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　塗料の塗装方法には、それぞれの目的に応じ、様々な塗装方法があります。代表的なものは次のとおりです。

現場施工塗装方法 現場施工・ライン兼用（スプレー）塗装方法

工業用ライン塗装方法

はけ塗り
はけに塗料を含ませ、被塗物に塗る、ごく一般的な
塗装方法です。

ローラー塗り
スポンジ状のローラーに塗料を含ませ、直接被塗
物に転写的に塗布する方法で、建築関係で多く使
用されています。デザインローラーにより、様々な
模様を付けることができます。

こて塗り
主に建築塗装で使われる粘性の高い塗料を、仕上
げ目的に応じていろいろな形状のこてが使用され
ます。

カーテンフロー塗装
塗料をカーテン状に落下させて、その下をコンベア
に平らな被塗物を乗せて流し、塗膜を形成させます。
作業効率がよく、塗膜が均一でロスもなく、建材パ
ネルなど工場での連続塗装に適しています。

ロールコーター塗装
ゴムロールに塗料を巻き上げ、これを被塗物に転
写、塗布して塗膜をつくります。厚みの一定な建材
パネルなどに適しています。

静電スプレー塗装
被塗物に対し、噴霧状にした塗料を（－）極に帯電さ
せ、電気的に塗料を被塗物に塗着させる方法で、工
場ラインにおける連続塗装方法として主に用いら
れます。

電着塗装
水溶性の塗料中に被塗物を浸漬し、被塗物と塗料の間
に電流を流して電気的に泳動させ塗膜をつくります。
塗膜が均一でロスが少ないなどの利点があり、自動車
のボディや部品、アルミサッシ、スチール家具などの金
属製品の塗装に使用されます。

粉体スプレー塗装
粉体塗料をコロナ放電による静電荷電（－）や摩擦
帯電（＋）により、粉体粒子を印加させ効率よく被塗
物に塗着させる方法です。
ドライブースで回収装置や色替え装置とあわせて
適用します。

浸漬塗装
塗料タンクに被塗物を浸漬させて引き上げ、余分
な塗料垂れを切る塗装方法です。

エアレス塗装
塗料を加圧してノズルから吐出するスプレー方式で、
高粘度塗料を比較的厚膜に塗装する目的で使用し
ます。加温や高電圧を印加させるケースもあります。

吹付け塗り
口径の広いノズルを用い噴出する塗料の量や圧力を
調整することで、様々な凹凸模様を壁面に表します。
主に建築関係で使用
される塗装方法です。

エアスプレー塗装
圧縮空気で塗料を霧化し、被塗物に吹きつける代
表的な塗装方法です。最近はVOC対策などからミ
スト飛散や跳ね返りを少
なくする霧化方法や低圧
スプレー方式が増えつつ
あります。

1918

『日本の塗料工業 2023』　P18・P19

日本の塗料工業2023日本の塗料工業2023

いろいろな塗装方法 塗料需要の地域分布と需要構成

　日本人が初めて塗料を使用したのは、1853年
（嘉永6年）米国よりペリー特使が来日し、翌年の
安政元年に日米和親条約交渉を行う建物に塗ら
れたときといわれています。その後、明治の文明開
化とともに広く使われるようになりましたが全て輸
入品でした。これに着目した茂木春太・重次郎兄
弟が1881年（明治14年）に東京に塗料製造会社
の光明社（こうみょうしゃ）を創立したのが日本の
塗料工業の始まりです。
　また、1885年（明治18年）には、船底塗料の研
究で成功を収めた堀田瑞松が農商務省工務局の
専売特許所（現在の特許庁）へ出願し、同年8月14
日付で塗料が日本で第1号の特許を取得しました。

塗料工業の夜明け
（安政～明治初期）

　明治中期から大正初期にかけて塗料メーカーが
次々と設立され、大正の初めころには輸入塗料は
ほとんど姿を消すほどの力を持つようになりました。
1920年（大正9年）、第一次世界大戦後の恐慌で
事業を整理する会社が続出する苦しみを受けまし
たが、1923年（大正12年）の関東大震災後の復
興需要で力を盛り返すことができました。
　昭和の初期になると、フェノール、フタル酸、塩
化ゴムなどの合成樹脂を利用した塗料が開発さ
れ、新しい塗料が芽生えてきました。

発展と試練
（明治中期～昭和初期）

　1931年（昭和6年）の満州事変の勃発により、
経済は統制経済に移行し、企業整備・取引制限・
価格統制などの制約を受け、塗料工業も軍需産業

日本塗料工業会の設立
（昭和初期～昭和40年） 　いろいろな工業の急成長で大気、水などの汚れ

や産業廃棄物による環境の悪化が社会問題とし
て一気に噴き出しました。1967年（昭和42年）に
公害対策基本法ができ、1972年（昭和47年）に
は大気汚染防止法の一部改正などで、塗料産業

環境規制と石油ショック
（昭和41年～55年）

　昭和から平成の時代に入り、比較的順調な成
長を続けてきた塗料工業は、1990年（平成2年）
に過去最高の生産数量220万1,000トンを記録し
ました。ところが、この年をピークにバブル経済の

崩壊などによる景気の後退が始まり、長い低迷の
時代が続くことになりました。
　一方、環境や安全、健康に関する諸問題への取
り組みは一層重要性を増し、IPPIC（国際塗料印
刷インキ協議会）が提唱する「コーティング・ケア」
により、環境管理指標を調査し、その結果を掲載し
たコーティング・ケア報告書を毎年発行するなどし
て、人や環境に及ぼすリスクの防止に努めること
になりました。
　2006年（平成18年）12月から、GHS（化学品
の分類と表示の世界調和システム）がスタートし、
9つのシンボルマークを使ったラベル表示と製品
安全データシート（現SDS）への対処が必要にな
りました。また、2007年（平成19年）6月には、欧
州における新たな化学品規制の仕組みである
REACH規制が施行されました。「グローバルな
視点での環境と安全への対応」というテーマに対
し、世界各国の団体などと協議・調整を行い、リー
ドしていくことが当工業会の課題となっています。
また、家庭用塗料においても、ラベルにGHS表示
を2011年（平成23年）から実施しています。
　1994年（平成6年）にスタートした「ペイント
ショー」は、塗料がもつ可能性を幅広くアピールす
ることを目的として、2006年（平成18年）4月（東京
ビッグサイト）まで、4年毎に開催しました。
　2009年（平成21年）から2013年（平成25年）の
12月に5年連続で国内最大級の集客のある「エコプ
ロダクツ展」（東京ビッグサイト）に製販装3団体で出
展し、消費者層に向けての普及にも努めています。
同じく2015年（平成27年）に、省エネ塗料をアピー
ルすべく再度出展しました。　
　2006年（平成18年）7月に（社）日本塗料協会が
解散し、（社）日本塗料工業会に統合されました。
　2008年（平成20年）に（社）日本塗料工業会は

化学工業の一翼を担って
（平成元年～現在）

　石油価格の暴騰により、省エネルギー、省資源
対策が進み、さまざまな製品の小型化、軽量化と
プラスチック、軽金属などの新素材が各所で使わ
れるようになりました。それにともない、塗料の需
要にも質、量ともに大きな変化が現れてきました。
　昭和50年代には、わが国の貿易収支の黒字と
米国の貿易と財政赤字の増大により円高が進み、
内需拡大策や円高メリットの浸透を反映し、好景
気が続きました。1986年（昭和61年）、日本塗料
工業会は社団法人に改組し、新たなスタートを切
ることとなりました。
　市場の変化や拡大に対応し、塗料業界も塗料
の提供のみならず、人々に色彩による潤いをコー
ディネートする色彩総合産業として大きく羽ばたき
始めました。
　1988年（昭和63年）の年間生産数量は初めて
200万トンの大台を突破しました。

新しい変化への対応
（昭和56年～63年）

光明社の看板（中林悟竹揮毫）

鍬を用いた明治時代の調合作業の様子

昭和初期の塗料工場 （充填工程）

堀田瑞松が取得した特許明細書

明治末まで使用されていた「手廻しロールミル」
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国内最古と思われる「塗り板見本衝立」
（重要科学技術史資料※として登録）
※重要科学技術史資料 : （独）国立科学博物館が定めた登録制度により保護される文化財

昭和初期には合成樹脂塗料の開発が進み、自動車への
塗装実験も重ねられました。

1979年創刊の
『日本の塗料工業』
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（一社）日本塗料工業会創立70周年記念誌
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に組み込まれました。1945年（昭和20年）の大空
襲で91工場のうち、48工場が壊滅的な打撃を受
けました。焼土の中で再開した1945年（昭和20年）
の塗料工業の総生産はわずかに1万トンでした。
　1948年（昭和23年）、日本塗料工業会が設立
されて、業界は復興に向かって必死の努力を始め
ました。その後、メラミン、ビニル、エポキシ等々、優
れた合成樹脂塗料が次 と々開発されていきました。
　昭和30年代から40年代前半までは、経済の高
度成長の波に乗り、塗料の生産数量も1955年
（昭和30年）には15万トン、1965年（昭和40年）
には60万トンと飛躍的に増大しました。

界での排水、排気、廃塗料、廃溶剤の処理などの
規制が強まり、このためのコスト負担が増えました。
　これに加えて、1973年（昭和48年）と1979年
（昭和54年）の2回の石油ショックにより塗料の原
料が暴騰しましたが、塗料の需要が伸びない中で
の過当競争のために、販売価格の引き上げが思う
ようにいかず、塗料工業の収益は非常に苦しい時
代に入りました。
　1980年（昭和55年）の生産数量は154万トン
でした。

創立60周年を迎えました。また、国の公益法人改
革に基づき、2013年（平成25年）4月1日より一般
社団法人日本塗料工業会に移行しました。
　引き続き、塗料産業の製造・販売・塗装の3団体
は一層の協調をして普及活動を展開させ、化学産
業の一翼を担うとともに、地球環境レベルの観点
から更なる発展を目指しています。
　国際的連携を図る中で、WCC（世界コーティン
グ協議会、旧IPPIC）メンバー、APIC（アジア塗
料工業協議会）事務局として各国塗料工業会代
表者との定例会議に参画し、グローバルな視点で
の活動指針作りに協力しています。2016年（平成
28年）3月には、IPPICとAPICの初の合同会議
が東京で開催されました。
　2018年（平成30年）5月に大阪、12月に東京
で高機能塗料展を開催しました。また、屋根用高日
射反射率塗料のラベリング制度を開始しました。
　2019年に大阪で製販装3団体による70周年
記念イベントとしてうめきた地下道のリニューアル
塗装を実施しました。また、2020年度末をもって、
日塗工正会員企業において、鉛含有塗料の生産
および販売がすべて終了しました。
　2020年（令和2年）は世界的なコロナ感染拡大
の影響により、2009年（平成21年）のリーマンショ
ック以降の大幅な塗料需要減となりました。また、コ
ロナ感染症防止策の導入や、WEBによるセミナー
や会議を実施しました。
　2021年（令和3年）は、製販装3団体の普及活
動としてカラーコーディネータースキルアップセミ
ナーを開催。翌年には応用編を加え、対面式で実
施しました。
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海に浮かぶ船をコンセプトに、外構から外装および内装に至るまで街区全体
のデザインを行った。インテリアにおいては、【深海】→【船のデッキ】→【空】
と低層階から高層階までシーンが連続するデザインとした。

上／海面のさざ波をイメージした庇をランダム
に配置し、視点の変化と時間によって刻々と表
情を変える動きをもつファサードとした。

左／庇は外壁の PCa板と一体で製作し、上裏は
曲面で仕上げられている。上裏を濃色で塗装す
ることで、庇による陰影を強調しながら、グラ
デ―ションを用いた分節表現としている。

左下／船の上のデッキをイメージしたロビー。天井のアルミパネルを、
ツヤのある塗装とすることで、水盤のきらめきを天井面に映し込んだ。
また、曲面の壁を光沢のある特殊塗装とし、外部から取り込んだ光の
粒が空間に広がるようにした。

〈頂部〉
空に溶け込む
ブルーグレー

〈高層部）
白の外壁、
グレーの外壁、
庇、サッシに
至るまで
ブルー系の
色調で統一

〈低層部〉
緑と調和する
アースカラー

右下／空や雲をイメージした高層階のホール。曲面のルーバー天井で
拡散した光を光沢のある特殊塗装が柔らかく反射する。

高層部の塗装色は、空や海の色に調和するよう主にブルー系の
色を採用。また、形の操作・塗装色の使い分けにより、長大壁
面とならないようボリュームを分節しスケールを整えた。

周辺環境と調和する色彩 /
スケールを整えるボリューム分節

海から空へとシーンが連続する空間デザイン

 変化を生む、さざ波ファサード

豊洲ベイサイドクロス
最優秀賞 [ 新築部門 ] 

下／低層部では緑と調和するアースカラー
を採用。主要な外装を PCa カーテンウォー
ルとし、自然石のテクスチャーを模したデ
ザインパターンによるPCa板、リブ付き
PCa板や庇一体型 PCa 板等を、色の塗分け
と共に使い分けることで、ボリュームを分
節しながら多様な表情を実現している。

周辺環境に呼応し、交流と賑わいを創出する色彩計画
豊洲ベイサイドクロスは、海や公園の自然豊かな景色が広がるエリアと商業施設、オフィス街、
住宅、公共施設、公園、駅等が隣接するエリアにある。そのような周辺環境に呼応しながら、
豊洲ならではの場所性を引き立たせる建物・色彩計画を目指した。

豊洲ベイサイドクロスタワーと SMBC豊洲ビルの 2棟で
構成された、オフィス、ホテル、商業、地域供給エネルギー
センターの複合用途による、豊洲エリア最大規模の再開発
プロジェクトである。
駅と直結し、広大な公開空地や24時間開放の屋内貫通通路、
隣接する公園や商業施設に接続するブリッジなどの回遊
動線を計画。まち全体とフラットにつながり、新たな交流
と賑わいの結節点となる建物を目指した。

計画建物は群棟として周辺と調和のとれたスカイラインを形成している。東京湾に面した外形は曲面とし、海風をうけた帆の柔らかなたわみを表現。
また、海面のさざ波をイメージした庇をランダムに配置し、視点の変化と時間によって刻々と表情を変える動きをもたせたファサードとした。

※受賞代表者

大成建設株式会社　　　　　　　　　　  渡邊 岳彦　勝 篤史　前田 有一
光井純アンドアソシエーツ建築設計事務所株式会社　光井 純　入江 茂樹
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最優秀賞 豊洲ベイサイドクロス［新築部門］

特集1／第25回グッド・ペインティング・カラー

 

TOYOSU   I N TERACT I V E   OCEAN

海に浮かぶ船をコンセプトに、外構から外装および内装に至るまで街区全体
のデザインを行った。インテリアにおいては、【深海】→【船のデッキ】→【空】
と低層階から高層階までシーンが連続するデザインとした。

上／海面のさざ波をイメージした庇をランダム
に配置し、視点の変化と時間によって刻々と表
情を変える動きをもつファサードとした。

左／庇は外壁の PCa板と一体で製作し、上裏は
曲面で仕上げられている。上裏を濃色で塗装す
ることで、庇による陰影を強調しながら、グラ
デ―ションを用いた分節表現としている。

左下／船の上のデッキをイメージしたロビー。天井のアルミパネルを、
ツヤのある塗装とすることで、水盤のきらめきを天井面に映し込んだ。
また、曲面の壁を光沢のある特殊塗装とし、外部から取り込んだ光の
粒が空間に広がるようにした。

〈頂部〉
空に溶け込む
ブルーグレー

〈高層部）
白の外壁、
グレーの外壁、
庇、サッシに
至るまで
ブルー系の
色調で統一

〈低層部〉
緑と調和する
アースカラー

右下／空や雲をイメージした高層階のホール。曲面のルーバー天井で
拡散した光を光沢のある特殊塗装が柔らかく反射する。

高層部の塗装色は、空や海の色に調和するよう主にブルー系の
色を採用。また、形の操作・塗装色の使い分けにより、長大壁
面とならないようボリュームを分節しスケールを整えた。

周辺環境と調和する色彩 /
スケールを整えるボリューム分節

海から空へとシーンが連続する空間デザイン

 変化を生む、さざ波ファサード

豊洲ベイサイドクロス
最優秀賞 [ 新築部門 ] 

下／低層部では緑と調和するアースカラー
を採用。主要な外装を PCa カーテンウォー
ルとし、自然石のテクスチャーを模したデ
ザインパターンによるPCa板、リブ付き
PCa板や庇一体型 PCa 板等を、色の塗分け
と共に使い分けることで、ボリュームを分
節しながら多様な表情を実現している。

周辺環境に呼応し、交流と賑わいを創出する色彩計画
豊洲ベイサイドクロスは、海や公園の自然豊かな景色が広がるエリアと商業施設、オフィス街、
住宅、公共施設、公園、駅等が隣接するエリアにある。そのような周辺環境に呼応しながら、
豊洲ならではの場所性を引き立たせる建物・色彩計画を目指した。

豊洲ベイサイドクロスタワーと SMBC豊洲ビルの 2棟で
構成された、オフィス、ホテル、商業、地域供給エネルギー
センターの複合用途による、豊洲エリア最大規模の再開発
プロジェクトである。
駅と直結し、広大な公開空地や24時間開放の屋内貫通通路、
隣接する公園や商業施設に接続するブリッジなどの回遊
動線を計画。まち全体とフラットにつながり、新たな交流
と賑わいの結節点となる建物を目指した。

計画建物は群棟として周辺と調和のとれたスカイラインを形成している。東京湾に面した外形は曲面とし、海風をうけた帆の柔らかなたわみを表現。
また、海面のさざ波をイメージした庇をランダムに配置し、視点の変化と時間によって刻々と表情を変える動きをもたせたファサードとした。

※受賞代表者

大成建設株式会社　　　　　　　　　　  渡邊 岳彦　勝 篤史　前田 有一
光井純アンドアソシエーツ建築設計事務所株式会社　光井 純　入江 茂樹
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最優秀賞 豊洲ベイサイドクロス［新築部門］

特集1／第25回グッド・ペインティング・カラー

特集2／オートカラーアウォード2022
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The Z lies within the Z. 

“Tradition with Modern Technology”

・世界初・低温3WET水系塗装技術

・カラーマッチ向上・透明度の高いクリア層の実現

・CO2排出量25%削減

IKAZUCHI - 雷 - YELLOW

IKAZUCHI - 雷 - YELLOW

グランプリ 特別賞
[テーマ] CMFの力で“はたらく”を
           もっと楽しく、快適に！

ハイゼットトラック ダイハツ工業株式会社

　（一社）日本流行色協会（JAFCA）では、毎年優れたカラーデザインのモビリティを顕彰する制度「オートカラーアウォード」
を開催しております。
　「オートカラーアウォード2022」のグランプリ及び特別賞をご紹介するとともに、ノミネートされた11社の中から4社に
貴重なプレゼンテーション資料の一部を提供いただき、ご覧いただくことができるようになりました。

「フェアレディ Z」に脈々と引き継がれてきた「YELLOW」、さらに開発の過程でのカラーにかける想いを少しでも伝えようと
思い資料提供いただきました。ページレイアウト等は日本塗料工業会にて編集させていただきました。

モビリティを彩る塗料 オートカラーアウォード2022 https://www.jafca.org/seminarandevent/
202212142.html

[カラー] エクステリア：アイスグリーン、
           ファイアークオーツレッドメタリック、
　        オフビートカーキメタリック　　
           インテリア：ブラック

[テーマ] 
Silence & Intense

HAWK11 株式会社本田技術研究所

[カラー] 
パールホークスアイブルー

「フェアレディ Z」については是非日産自動車株式会社のホームページをご覧ください。（nissan.co.jp）
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